
千
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開
発
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後
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一
)

千
里
山
人

戦
時
下
の
千
里
山

昭
和
十
八
年
十
月
一
日
京
阪
電
鉄
と
阪
急
電
車
と
が
合
併
し

て
京
阪
神
急
行
電
鉄
が
発
足
し
た
。
千
里
山
の
開
発
は
こ
れ
よ

り
京
阪
神
急
行
、
つ
ま
り
阪
急
電
車
の
手
で
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
養
昭
和
十
八
年
と
い
う
年
は
三
月
に
ド

イ
ツ
が
降
伏
し
、
九
月
に
イ
タ
リ
ア
が
降
伏
し
た
年
で
、
日
本

軍
も
カ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
撤
退
、
ア
ツ
ツ
島
守
備
軍
全
滅
な
ど
日

に
日
に
戦
局
は
不
利
に
向
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
非
常
時
局

に
対
処
す
る
た
め
の
国
家
要
請
に
よ
っ
て
当
時
運
輸
省
管
理
局

長
佐
藤
栄
作
氏
の
斡
旋
で
京
阪
と
阪
急
が
合
併
し
た
こ
と
は
前

編
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

普
昭
和
十
八
年
の

二
月
ド
イ
ツ
六
軍
が
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ

l
ド
・

で
降
伏
。
ド
イ
ツ
の
降
伏
は
昭
和
二

O
年
五
月
。
編
集
部

千
里
山
遊
園
で
は
こ
の
年
十
月

一
日
よ
り
恒
例
の
大
菊
花
壇

が
聞
か
れ
た
。
菊
作
り
の
名
人
楠
田
嘉
蔵
氏
が
丹
誠
こ
め
た
大

懸
崖
菊
が
幾
十
鉢
も
ず
ら
り
と
な
ら
ん
だ
盛
観
を
見
せ
て
く
れ

た
の
も
、
こ
れ
が
最
後
で
十
一
月
に
入
る
と
遊
園
の
名
は
時
局

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
軍
の
注
意
で
十
一
日
付
で
「
千
里

山
厚
生
闘
」
と
い
う
名
に
改
め
さ
せ
ら
れ
た
。
随
っ

て
電
車
の

駅
名
も
十
二
月
一
日
よ
り
「
千
里
山
厚
生
園
」
と
改
め
ら
れ
た
。

府
立
山
田
公
園
の
ゴ
ル
フ
場
が
閉
鎖
さ
れ
た
の
も
そ
の
頃
で

あ
る
。
大
阪
府
が
京
阪
電
鉄
よ
り
借
地
し
た
期
限
が
十
九
年
で

あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
時
局
で
あ
っ
た
の
で
府
は
引
き
つ
づ
い

て
借
り
、
こ
こ
を
軍
の
管
理
下
に
移
し
て
軍
需
物
資
の
貯
蔵
所

と
す
る
の
で
あ
る
が
、
二
十
万
坪
に
あ
ま
る
広
い
土
地
で
あ
る

の
で
そ
の
一
部
は
近
村
山
田
村
や
新
田
村
の
人
た
ち
の
手
で
水

田
麦
畑
、
芋
畑
に
な
っ
て
い
た
。
又
周
辺
の
山
林
地
は
京
阪
電

車
社
員
が
勤
労
奉
仕
隊
を
編
成
し
て
何
回
か
に
わ
た
り
開
墾

し
、
そ
の
開
墾
地
に
ヒ
マ
の
種
を
蒔
い
た
。
収
穫
し
た
ヒ
マ
の

種
と
交
換
に
電
車
の
車
両
に
使
う
潤
滑
油
の
配
給
を
受
け
る
と

い
う
話
で
あ
っ
た
。
ヒ
マ
栽
培
に
熱
心
で
あ
っ
た
の
も
一
年
程

で
相
当
の
収
穫
量
が
あ
っ
た
が
、
後
は
続
か
ず
、
阪
急
の
合
併

問
題
の
た
め
そ
の
ま
ま
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
千
里
山
丘
陵

の
松
と
い
う
松
が
松
根
油
を
採
る
た
め
根
も
と
の
幹
に
切
り
傷

が
生
々
し
く
入
れ
ら
れ
た
の
も
そ
の
頃
で
あ
る
。
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十
九
年
の
春
、
大
阪
で
は
造
幣
局
の
通
り
抜
け
の
花
見
客
で

賑
わ
っ
て
い
た
。
戦
局
不
利
と
は
い
え
、
戦
場
は
海
の
彼
方
に

あ
っ
た
の
で
日
本
内
地
で
は
ま
だ
花
見
の
ゆ
と
り
が
ま
だ
あ
っ

た
。
そ
の
時
突
知
空
襲
警
報
が
鳴
り
出
し
た
。
米
軍
偵
察
機
一

機
東
京
上
空
に
現
れ
悠
々
西
下
し
て
名
古
屋
大
阪
上
空
を
通
過

し
た
こ
と
を
ラ
ジ
オ
の
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
で
聞
い
て
人
々
は
改
め

て
驚
い
た
。
之
よ
り
戦
場
は
本
土
に
移
る
。
サ
イ
レ
ン
は
八
月

に
入
っ
て
か
ら
時
々
鳴
る
様
に
な
る
。
本
土
空
襲
の
時
の
輸
送

対
策
と
し
て
駅
の
廃
合
が
行
わ
れ
千
里
山
線
で
は
九
月
一
日
よ

り
大
学
前
停
留
所
が
廃
止
さ
れ
た
。
十

一
月
に
東
京
空
襲
が
始

ま
る
、
翌
二
十
年

一
月
三
日
B

M
約
九

O
機
に
よ
る
大
阪
空
襲

が
始
ま
る
。
そ
し
て
三
月
十
三
日
の
焼
夷
弾
攻
撃
で
大
阪
市
の

殆
ど
は
一
夜
に
し
て
廃
嘘
と
化
し
た
。
三
月
三
十

一
日
千
里
山

厚
生
園
は
閉
鎖
さ
れ
て
軍
管
理
に
移
り
軍
需
物
資
の
分
散
貯
蔵

所
に
転
換
さ
れ
る
。
こ
の
頃
よ
り
終
戦
ま
で
阪
神
地
区
の
空
襲

は
烈
し
さ
を
加
え
る
の
で
あ
る
が
、
い
つ
も
千
里
山
は
空
襲
の

対
象
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
空
襲
に
よ
る
千
里
山
の
被
害
と

い
え
ば
六
月
七
日
十

一
時
B

m
が
二
五

O
機
で
大
阪
北
部
地
区

を
空
襲
し
た
時
、
茨
木
、
天
神
橋
、
十
三
、
千
里
山
間
電
車
線

が
翌
八
日
ま
で
不
通
と
な
っ
た
の
と
、
六
月
二
十
六
日
九
時
B

m、
一

O
O機
大
阪
に
来
襲
し
大
型
爆
弾
で
淡
路
信
号
所
が
や

山
野
の
風
景
に
包
ま
れ
て
、
ど
ん
な
に
心
は
な
ご
や
か
に
さ
れ

た
か
。
そ
の
頃
私
は
決
戦
服
の
い
で
た
ち
で
リ
ュ
ッ
ク
サ

ッ
ク

を
背
負
い
山
道
を
よ
く
歩
い
た
。
雪
が
消
え
か
か
る
頃
山
道
に

蕗
の
ト
ウ
を
み
つ
け
た
。
桃
の
花
が
咲
き
初
め
る
頃
ツ
ク
シ
が

摘
ま
れ
、
桃
の
花
が
散
る
頃
よ
り
ワ
ラ
ビ
が
萌
え
出
た
。
そ
の

頃
竹
薮
で
は
笥
掘
り
が
始
っ
て
い
る
。
街
を
わ
け
で
も
ら
っ
て

乏
し
い
配
給
米
に
混
ぜ
て
笥
飯
や
ワ
ラ
ピ
飯
を
作
っ
た
。
竹
薮

の
隅
か
ら
ウ
ド
の
根
を
掘
っ
た
。
食
べ
ら
れ
る
春
の
野
菜
は
揃

っ
て
い
た
。
初
夏
か
ら
秩
へ
か
け
て
桃
、
杏
、
無
花
果
、
柿
と

果
物
は
自
由
に
買
え
た
、
そ
れ
が
私
達
の
栄
養
失
調
を
救
っ
て

く
れ
た
。
山
の
池
で
は
鮒
や
亀
を
と
っ
て
蛋
白
の
補
給
源
と
し

た
こ
と
も
あ
る
。

苦
し
く
生
き
抜
い
て
い
た
戦
時
下
の
千
里
山
の
思
い
出
は
っ

き
ず
、
年
が
た
つ
と
共
に
懐
か
し
く
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。
あ

れ
か
ら
二
十
五
年
の
月
日
が
経
っ
た
。
千
里
山
が
聞
か
れ
て
五

十
年
。
そ
の
後
半
二
十
五
年
が
後
編
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

ら
れ
て
千
里
山
淡
路
聞
が
タ
五
時
ま
で
不
通
に
な
っ
た
こ
と
位

で
あ
る
。
七
月
二
十
二
日
よ
り
は
艦
上
機
が
大
阪
上
空
に
飛
ん

で
き
て
一
機
銃
掃
射
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
七
月
三
十
日
茨
木
、

富
田
、
蛍
池
、
石
橋
来
襲
の
時
と
、
八
月
一
日
吹
田
、
正
雀
来

襲
の
時
に
千
里
山
上
空
を
通
っ
て
機
銃
掃
射
を
加
え
た
。
い
ず

れ
も
人
命
、
そ
の
他
に
被
害
は
な
か
っ
た
。
防
空
壕
に
本
気
に

と
び
こ
ん
だ
の
は
其
の
時
位
で
あ
る
。

私
は
千
里
山
に
住
ん
で
四
十
年
に
な
る
が
、
こ
の
戦
時
中
特

に
空
襲
の
時
程
千
里
山
に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
こ

と
は
な
か
っ
た
。
わ
ず
か
千
戸
足
ら
ず
の
平
和
な
住
宅
地
を
目

標
に
空
襲
す
る
と
は
思
わ
れ
な
か
っ
た
し
、
万
一
あ
や
ま
っ
て

焼
夷
弾
が
落
ち
て
も
周
囲
に
空
地
を
持
つ

一
戸
建
て
の
住
宅
地

で
あ
る
の
で
類
焼
の
心
配
は
な
い
と
思
っ
た
。
大
阪
空
襲
の
無

惨
な
焼
跡
を
見
て
千
里
山
に
住
居
を
持
っ
た
身
の
幸
せ
を
感
ぜ

ず
に
は
お
れ
な
か
っ
た
。
私
は
千
里
山
に
住
む
幸
せ
を
も
う
一

つ
戦
時
下
の
千
里
山
に
於
い
て
味
わ
っ
た
。
住
宅
地
を
一
歩
出

る
と
千
里
の

E
陵
が
自
の
と
ど
く
限
り
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
小

道
を
た
ど
る
と
小
池
が
あ
り
下
に
段
々
に
畑
が
作
ら
れ
て
い

る。

山
の
傾
斜
面
に
は
竹
薮
か
或
い
は
桃
、
梅
、
巴
丹
杏
、
無

花
果
な
ど
の
果
物
畑
と
な
っ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
の
小
鳥
が
構

っ
て
い
る
。
戦
争
っ
て
何
処
に
あ
る
と
い
っ
た
自
然
に
充
ち
た
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千
里
山
開
発
物
語

(
後
編
二
)

千
里
山
人

終
戦
の
こ
ろ

千
里
山
住
宅
は
戦
災
に
あ
わ
な
か
っ
た
の
で
終
戦
の
頃
に

は
戦
災
に
擢
っ
た
親
類
縁
者
を
迎
え
い
れ
て

一
軒
に

二
所

帯
、
三
世
帯
同
居
の
表
札
を
か
け
た
家
が
目
立
っ
て
増
え
て

き
た
。
千
里
山
線
沿
線
の
人
口
は
急
に
増
え
た
の
と
、
終
戦

の
ど
さ
く
さ
で
電
車
は
い
つ
も
こ
み
合
っ
て
い
た
。

こ
の
輸

送
の
混
乱
防
止
と
復
旧
促
進
の
た
め
と
い
う
理
由
で
、
九
月

一
二
日
よ
り
吹
田
停
留
所
の
使
用
が
中
止
さ
れ
、
一
九
年
九

月
よ
り
廃
止
さ
れ
た

「大
学
前
」
駅
と
共
に
千
里
山
線
で
は

二
駅
が
無
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
車
両
や
線
路
も
次

第
に
復
旧
さ
れ
て
く
る
と
共
に
翌
二

一
年
二
月

一
五
日
に
は

「
吹
田
」
、
六
月
二
五
日
に
は
「
大
学
前
」
の

二
駅
は
復
活

じ
再
開
さ
れ
た
。

食
糧
の
不
足
、
燃
料
の
不
足
は
一
向
よ
く
な
ら
ず
住
宅
地

の
道
路
ま
で
耕
し
て
野
菜
な
ど
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
千
里
山
住
宅
地
の
象
徴
で
あ
っ
た
ア
カ
シ
ア
の
街
路
樹

備
と
水
道
事
業
従
事
員
を
引
継
い
で
、
市
営
水
道
事
業
の
第

一
歩
を
踏
み
出
す
の
で
あ
る
。

千
里
山
菊
人
形

菊
人
形
と
い
え
ば
、

「
ひ
ら
か
た
」
と
い
う
程
枚
方
菊
人

形
は
京
阪
電
鉄
が
開
業
以
来
手
が
け
て
き
て
、
日
本
一
の
名

声
に
ま
で
高
め
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
枚
方
菊
人
形
も

千
里
山
菊
花
壇
と
同
様
に
昭
和

一
八
年
秋
興
行
を
以
て
終
り

を
告
げ
、
千
百
坪
の
鉄
筋
の
大
菊
人
形
館
は
航
空
機
組
立
工

場
に
徴
用
さ
れ
て
、
一
九
年
春
住
友
金
属
に
買
収
さ
れ
て
撤

去
さ
れ
た
。
戦
争
は
今
後
何
年
つ
づ
く
か
わ
か
ら
な
い
が
、

い
つ
か
平
和
を
迎
え
る
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
日
の
準
備
に
と

菊
の
種
苗
、
人
形
、
舞
台
装
置
諸
道
具
等
を
千
里
山
遊
園
の

倉
庫
に
移
し
て
保
管
す
る
こ
と
と
し
人
形
師
、
菊
作
師
、
背

景
絵
師
、
道
具
方
な
ど
の
菊
人
形
興
行
に
な
く
て
は
な
ら
ぬ

名
人
達
は
職
を
失
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
に
離
散
し
な
い
様
に
、
そ

の
主
な
人
の
身
分
保
障
を
講
じ
て
、
そ
の
拠
点
を
千
里
山
遊

園
に
移
し
た
。
か
く
し
て
二
年
経
っ
て
平
和
は
蘇
っ
た
。
菊

人
形
の
ス
タ
ッ
フ
は
集
ま
っ
た
。
菊
人
形
を
や
る
に
は
人
形

の
衣
装
に
使
う
小
菊
の
栽
培
、
演
し
物
の
人
形
の
首
作
り
な

ど
遅
く
と
も
四
月
に
は
取
り
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
燃
料
に
伐
ら
れ
て
姿
を
消
し
て
い
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
あ

っ
た
。

し
か
し
住
宅
地
の
人
が
一
番
困
っ
た
の
は
水
道
が
度

々
断
水
し
た
こ
と
で
あ
る
。
豊
津
か
ら
千
里
山
へ
か
け
て
当

時
凡
そ
二
千
戸
あ
ま
り
給
水
し
て
い
た
千
里
山
水
道
は
電
鉄

が
経
営
し
て
い
て
一
昼
夜
二
千
石
の
水
を
汲
み
あ
げ
て
配
水

し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
揚
水
ポ
ン
プ
の
部
品
の
補
充
が

で
き
ず
、
す
り
へ
る
ま
で
酷
使
し
た
た
め
揚
水
能
力
は
次
第

に
低
下
し
て
一

'昼
夜
千
石
あ
ま
り
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

初
め
は
時
間
給
水
を
し
て
い
た
が
、
遂
に
は
住
宅
地
の
半
分
、

山
の
手

一
帯
は
断
水
す
る
に
い
た
り
、
殆
ど
毎
日
の
よ
う
に

バ
ケ
ツ
を
両
手
に
さ
げ
て
下
の
方
の
水
道
の
水
の
出
る
家
ま

で
水
を
も
ら
い
に
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
防
空
演

習
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
!
な
ら
で
、
水
も
ら
い
の
バ
ケ
ツ
行
列
が

終
戦
の
頃
屡
々
見
ら
れ
た
千
里
山
風
景
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
う
ち
に
終
戦
当
時
の
混
迷
も
次
第
に
お
さ
ま
り
、
水
道

の
ポ
ン
プ
部
品
が
手
ま
わ
っ
て
く
る
に
つ
れ
、
断
水
騒
ぎ
が

無
く
な
っ
た
の
を
機
会
に
、
京
阪
神
急
行
電
鉄
は
断
水
の
経

験
に
こ
り
、
上
水
道
経
営
は
本
来
公
営
企
業
で
あ
る
べ
き
を

痛
感
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
二
一
年

一
月
一
日
付
を
以
て
千
里

山
水
道
設
備

一
切
を
吹
田
市
に
無
償
譲
渡
し
た
。
吹
田
市
は

こ
れ
ま
で
市
営
水
道
を
も

っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
水
道
設
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一
二

年
秩
よ
り
千
里
山
遊
園
で
枚
方
菊
人
形
を
再
興
す

る
こ
と
に
き
め
て
、
四
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
し
た
。

千
里
山
遊
園
は
そ
の
時
は
ま
だ
厚
生
園
と
い
う
名
称
で
軍

需
物
資
の
貯
蔵
所
と
な
っ
て
い
た
。
ガ
ソ
リ
ン
や
油
の
ド
ラ

ム
缶
や
軍
衣
料
品
が
相
当
量
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
終
戦
と

な
る
と
こ
れ
ら
貴
重
物
資
は
ま
た
た
く
ま
に
放
出
さ
れ
た
。

あ
と
に
バ
ラ
ッ
ク
建
て
の
貯
蔵
庫
の
建
物
だ
け
が
圏
内
の
あ

ち
こ
ち
に
点
在
し
て
残
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

菊
人
形
館
は
こ
の
建
物
を
充
て
る
こ
と
に
し
、
第
一
館
よ
り

第
五
館
ま
で
圏
内
各
所
に
点
在
し
て
い
る
こ
と
も
亦
一
つ
の

趣
向
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
一
年
四
月
七
日
、
千
里
山
厚
生
園
の
名
を
千
里
山

遊
園
と
改
め
た
。
同
時
に
駅
名
も
「
千
里
山
遊
園
」
と
改
称

さ
れ
た
。
圏
内
は
相
当
荒
ら
さ
れ
て
い
た
が
、
全
国
覆
う
ば

か
り
の
桜
の
木
は
健
在
で
あ
っ
た
の
で
四
月
一
日
よ
り
は
花

見
客
の
た
め
に
開
園
さ
れ
た
。
千
里
山
に
平
和
の
春
が
初
め

て
訪
れ
た
。

六
月
二
五
日
「
千
里
山
」
「
千
里
山
遊
園
」
聞
に
「
大
学

前
」
駅
が
復
活
し
、
八
月

一
日
千
里
山
線
に
始
め
て
三
輔
連

結
の
電
車
が
二
列
車
運
転
し
た
。
そ
し
て
一

O
月
一
日
よ
り

千
里
山
菊
人
形
が
開
催
さ
れ
た
。
千
里
山
菊
人
形
で
は
そ
の

で
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内
容
が
世
間
の
人
に
は
わ
か
ら
な
い
の
で
「
大
阪
名
物
ひ
ら

か
た
菊
人
形
復
活
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
。
「千

里
山
仁
復
活
し
た
『
ひ
ら
か
た
菊
人
形
』
」
で
京
阪
神
急
行

電
鉄
は
派
手
に
宣
伝
し
た
。
と
ぼ
し
い
資
材
と
貧
弱
な
菊

人
形
館
で
は
あ
っ
た
が
、
菊
の
香
は
昔
に
変
わ
ら
ず
、
人
形

師
、
背
景
師
、
着
附
師
の
名
匠
の
腕
は
衰
え
ず
、
古
典
美
豊

か
な
菊
人
形
場
面
を
見
た
人
々
は
皆
感
嘆
し
た
。
入
場
者
数

二
三
九
、
七

O
五
人
、
収
入
九
九
八
、
五

一
六
円
の
成
績
で

あ
っ
た
。

翌
二
二
年
の
春
は
菊
人
形
の
好
評
の
余
勢
を
か
つ
て
映
画

ス
タ

1
の
似
顔
に
花
衣
装
を
つ
け
た
花
人
形
を
興
行
し
た
。

主
催
大
阪
日
日
新
聞
社
、
期
間
四
月

一
日
よ
り
五
月
二
O
日

ま
で
、
名
称
「
映
画
五
十
年
祭
記
念
ス
タ
ー
花
人
形
大
会
」
。

秋
に
ま
さ
る
人
出
で
賑
わ
っ
た
。
千
里
山
遊
園
の
夏
の
納
涼

興
行
は
開
園
以
来
毎
年
催
し
て
き
た
恒
例
行
事
で
あ
っ
た
が

一
二
年
夏
か
ら
復
活
し
、
七
、
八
両
月
大
阪
日
日
新
聞
社
主

催
納
涼
映
画
大
会
の
名
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
し
て
秋
十
月

一

日
よ
り

「
ひ
ら
か
た
菊
人
形
復
活
第
二
回
興
行
」
の
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
で
第
二
回
目
の
千
里
山
菊
人
形
が
開
催
さ
れ
た
。
入

場
料
大
人
二

O
円
、
小
人
一

O
円
。
内
容
は
見
流
し
一
六
場

面

こ
の
外
に
百
二
十
坪
の
菊
花
壇
が
作
ら
れ
て
、
長
さ

一
丈

に
余
る
大
懸
崖
菊
三

O
鉢、

中
小
懸
崖
菊
田

O
O
鉢
、
実
生

木
附
菊
、
長
さ
九
尺
に
及
ぶ
も
の
一

O
鉢
、
大
輪
菊
三
千
鉢

が
な
ら
べ
ら
れ
た
。
千
里
山
菊
人
形
の
評
判
は
昨
年
を
凌
駕

し
た
。菊

人
形
の
評
判
が
高
ま
り
枚
方
菊
人
形
が
千
里
山
へ
い

っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思

っ
た
の
は
枚
方
の
人
で
あ

り
、
京
阪
沿
線
の
人
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ

っ
て
、
こ
こ

に
菊
人
形
を
再
び
枚
方
に
呼
び
も
ど
し
た
い
と
い
う
機
運
が

起
っ
た
。
た
ま
た
ま
京
阪
電
鉄
が
昭
和
二

三
年
京
阪
神
急
行

電
鉄
よ
り
分
離
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
二
三
年
秋
に
枚

方
パ

ー
ク
が
建
設
さ
れ
、
本
格
的
な
大
菊
人
形
館
が
建
っ
て

菊
人
形
は
枚
方
に
復
帰
し
た
。
そ
れ
で
千
里
山
菊
人
形
は
二

年
で
了
っ
た
が
、
し
か
し

二
年
の
千
里
山
菊
人
形
は
そ
の
後
、

枚
方
、
明
石
、
綾
部
、
武
生
、
あ
や
め
池
等
の
菊
人
形
を
作

り
出
す
導
火
線
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
銘
記
し
て
ほ
し
い

と
思
う
。
(
つ
づ
く
)

自
由
の
女
神
(
人
形
二

入
口

一
号
館娘

道
成
寺
(
人
形
玉
、
六
代
目
菊
五
郎
の
名
舞
台
)

市
原
野
の
月
(
人
形
二
、
平
井
保
昌
、
袴
垂
保
輔
)

大
江
山
(
人
形
七
、
電
気
応
用
、
酒
呑
童
子
)

佐
賀
怪
猫
伝
(
人
形
三
、
電
気
応
用
、
変
幻
す
る
化
猫
)

白

虎

(

人

形

三、

水
上
乙
二
郎
、
登
志
、
お
艶
)

金

太

郎

(

人

形

四

、

足

柄

山
の
お
話
)

二
号
館助

六
瀧
の
白
糸

三
号
館

カ
チ
カ
チ
山

(
人
形
四
、

三
浦
屋
の
豪
華
場
面
)

(
人
形
三
、
本
水
使
用
、
水
芸
場
面
)
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山
の
場
(
人
形
二
、
電
気
仕
掛
動
く
人
形
)

狸

の

場

(

人

形

二

、

同

じ

)

泥
舟
の
場
(
人
形
二
、
同
じ
)

四
号
館カ

ル
メ
ン

歌
麿

屋
外

(
人
形
三
、
宝
塚
歌
劇
ス
タ

l
似
顔
)

(
人
形
二
)

滝
夜
叉
姫
(
人
形
二
、
本
滝
使
用
)

車

曳

(

人

形

四

、

吉

田

社

頭

場

面

)

鬼

一
法
眼
菊
畑
(
人
形
三
、
菊
花
壇
応
用
)
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千
里
山
開
発
物
語

(
後
編
三
)

千
里
山
人

関
西
大
学
千
里
山
遊
園
地
を
買
収

昭
和
二
十
三
年
の
秋
、
菊
人
形
が
枚
方
へ
い
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
千
里
山
遊
園
は
に
わ
か
に
寂
し
く
な
っ
た
。
し
か
し
圏
内

の
桜
は
老
木
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
見
事
に
咲
い
て

い
た
の
で
翌
二
十
四
年
春
の
千
里
山
は
三
月
二
十
五
日
よ
り
五

月
二
十
二
日
ま
で
花
人
形
を
開
催
し
た
。
夏
は
納
涼
ド
リ
ー
ム

ラ
ン
ド
と
い
う
名
で
夜
間
開
園
し
て
日
曜
に
は
花
火
大
会
、
歌

謡
曲
大
会
、
素
人
相
撲
大
会
、
盆
踊
り
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し

た
。
菊
の
な
い
秋
の
千
里
山
は
矢
張
り
寂
し
か
っ
た
。
阪
急
電

鉄
で
は
千
里
山
遊
園
を
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
な
い
、
大
改
造

す
る
に
し
て
も
遊
園
地
経
営
と
い
う
も
の
は
本
来
赤
字
事
業
で

あ
る
こ
と
は
宝
塚
然
り
、
枚
方
、
あ
や
め
池
又
然
り
で
あ
る
。

運
輸
収
入
の
見
返
え
り
で
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
の
が

電
鉄
会
社
の
遊
園
地
経
営
で
あ
る
。
天
六
千
里
山
間
の
短
距
離

運
賃
の
見
返
り
で
は
問
題
に
な
ら
な
い
、
千
里
山
遊
園
地
の
廃

止
、
転
換
を
考
え
る
の
は
当
時
の
電
鉄
当
局
と
し
て
尤
も
な
こ

千
里
山
線
開
通
と
同
時
に
開
園
し
た
千
里
山
遊
園
は
い
わ
ば
千

里
山
線
と
不
離
一
体
の
も
の
と
考
え
て
い
た
沿
線
の
人
達
、
こ

と
に
住
宅
地
の
人
達
に
と
っ
て
は
春
に
夏
に
秋
に
家
族
づ
れ
で

遊
ぶ
唯
一
の
遊
園
地
と
し
て
親
し
ん
で
き
た
だ
け
に
そ
の
衝
撃

は
大
き
か
っ
た
。
遊
園
地
を
失
う
寂
し
さ
と
か
愛
着
心
よ
り
出

た
反
対
と
い
う
よ
り
も
、
都
市
民
が
公
園
を
失
う
と
閉
じ
気
持

ち
で
、
会
社
の
営
利
的
計
算
か
ら
出
た
処
置
に
対
す
る
反
感
、

公
憤
の
方
が
大
き
か
っ
た
。
吹
田
市
も
千
里
山
沿
線
市
民
の
声

を
黙
止
で
き
ず
市
長
議
員
連
が
、
会
社
に
遊
園
地
再
開
の
陳
情

に
出
か
け
る
ま
で
に
な
っ
た
が
、
し
か
し
、
既
に
契
約
調
印
後

で
あ
る
の
で
知
何
と
も
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

* 

原
文
「
女
子
学
園
前
」
編
集
部

こ
う
し
た
市
民
の
反
対
陳
情
が
あ
る

一
方
に
於
い
て
千
里
山

遊
園
が
キ
リ
ス
ト
教
の
女
子
学
園
に
売
ら
れ
た
こ
と
に

一
番
大

き
い
衝
撃
を
う
け
た
の
は
関
西
大
学
当
局
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ

も
関
大
が
千
里
山
に
大
学
を
創
設
す
る
時
、
校
地
に
予
定
し
た

と
こ
ろ
は
遊
園
地
の
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
当
時
の
北
大
阪

電
鉄
が
こ
の
地
に
遊
園
地
を
造
成
す
る
こ
と
に
き
め
関
大
に
校

地
を
奥
に
ひ
っ
こ
ん
で
も
ら
い
代
償
と
し
て
五
千
坪
を
無
償
提

と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
う
し
た
悩
み
の
最
中
へ
持
ち
こ
ま
れ
た

の
が
財
団
法
人
カ
ナ
ダ
聖
母
奉
献
修
道
会
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教

の
団
体
よ
り
資
金
が
出
さ
れ
て
女
子
学
院
を
作
り
た
い
と
い
う

申
出
で
あ
っ
た
。

千
里
山
遊
園
地
を
そ
っ

く
り
学
校
用
地
と
し
、
こ
れ
に
幼
稚

園
よ
り
大
学
ま
で
の
女
子
総
合
学
園
を
設
立
す
る
案
に
阪
急
電

鉄
は
応
諾
し
、
譲
渡
価
格

一
、
二

O
O
万
円
と
し
て
学
園
側
は

手
付
金
九
五

O
万
円
を
納
め
て
譲
渡
売
買
契
約
書
が
調
印
さ
れ

た
。
そ
れ
で
阪
急
電
鉄
は
千
里
山
遊
園
を
二
十
五
年
の
春
一
杯

開
い
て
閉
ぢ
る
こ
と
と
し
た
。
四
月
十
五
日
は
吹
田
市
が
市
政

を
施
い
て
十
周
年
に
な
る
の
で
、
こ
の
記
念
奉
賛
事
業
と
し
て

四
月
十
五
・
十
六
両
日
圏
内
相
撲
場
で
日
本
相
撲
協
会
の
羽
黒

山
、
照
国

一
行
の
大
相
撲
が
興
行
さ
れ
た
事
と
、
五
月
二
十
七

日
大
阪
府
教
育
委
員
会
主
催
の
リ
ズ
ム
運
動
発
表
大
会
が
開
催

さ
れ
た
事
が
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
っ
て
千
里
山
遊
園
は
二
十
五
年

五
月
三
十
一
日
を
以
て
閉
園
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

千
里
山
遊
園
が
キ
リ
ス
ト
教
の
女
子
学
園
に
な
る
そ
う
だ
、

と
い
う
噂
が
立
ち
初
め
、
や
が
て
六
月
一
日
よ
り
閉
園
の
謹
告

ポ
ス
タ
ー
が
駅
々
に
貼
り
出
さ
れ
、
八
月

一
日
よ
り
は
「
千
里

山
遊
園
」
の
駅
名
が
後
「
女
子
学
院
前
」
と
改
め
ら
れ
る
に
及

ん
で
、
噂
が
現
実
に
な
っ
て
く
る
の
を
沿
線
の
人
々
は
知
っ
た
。
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供
し
た
経
緯
は
前
編
で
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

遊
園
地
の
場
所
は
関
大
創
立
以
来
渇
望
の
土
地
で
あ
る
。
し
か

も
聞
大
は
戦
後
の
学
制
改
革
で
校
地
校
舎
の
拡
張
に
迫
ら
れ
て

い
る
時
で
も
あ
っ
た
。
即
ち
二
十
二
年
三
月
に
関
西
甲
種
商
業

学
校
を
関
西
大
学
第
一
中
学
校
と
し
、

二
十
三
年
三
月
に
新
制

大
学
、
四
月
に
関
西
大
学
第
一
高
等
学
校
を
創
設
し
、
二
十
四

年

一
O
月
大
学
院
校
舎
成
り
、
十
一
月
体
育
館
落
成
し
、
二
十

五
年
四
月
短
期
大
学
部
が
新
設
さ
れ
た
。
体
制
成
っ
て
学
舎
校

地
が
不
足
し
て
い
る
時
、
隣
地
が
名
も
知
れ
な
い
新
し
い
女
子

学
園
に
売
却
さ
れ
た
事
は
関
大
理
事
者
に
と
っ
て
重
大
問
題
で

あ
っ
た
。
関
大
で
は
理
事
会
と
学
生
が
一
致
し
て
立
ち
上
り
、

是
が
非
で
も
こ
の
土
地
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
決

議
し
、
二
十
五
年
十
月
九
日
春
原
理
事
と
学
生
代
表
東
浦
宇
一

君
は
カ
ナ
ダ
聖
母
奉
仕
修
道
会
代
表
マ
リ

l
ジ
ョ
セ
フ
女
史
を

訪
れ
こ
の
土
地
を
聞
大
に
譲
渡
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
懇
請
し
、

一
O
月
十
九
日
金
銭
上
の
細
部
交
渉
を
残
し
て
関
大
に
譲
渡
す

る
こ
と
が
決
定
し
た
。
聞
大
が
修
道
会
よ
り
購
入
し
た
金
額
は

二
、
二

O
O
万
円
で
あ

っ
た
と
い
う
。
聞
大
は
千
里
山
の
人
達

と
の
つ
な
が
り
も
深
い
、
聞
大
校
地
に
な
る
と
い
う
事
に
な
っ

て
千
里
山
の
人
達
の
公
憤
も
鎮
静
し
、
ま
ず
ま
ず
円
満
に
千
里

山
遊
園
地
は
関
西
大
学
の
校
地
と
な
っ
た
。
そ
し
て
二
十
六
年
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れ四
た月

日

「
女
子
学
院
前
」

「
花
壇
町
」
と
変
更
さ

の
駅
名
は

関
西
大
学
と
な

っ
た
旧
遊
園
地
は
今
ど
ん
な
に
な
っ
て
い
る

か
、
私
は
こ
の
原
稿
を
書
く
に
つ
い
て
歩
い
て
見
る
こ
と
に
し

た
。
関
西
大
学
第

一
高
等
学
校
、
第
一

中
学
校
と
書
か
れ
た
表

札
の
か
か
っ
た
正
門
の
あ
た
り
は
遊
園
地
の
頃
と
少
し
も
変
わ

っ
て
い
な
い
。
平
和
の
女
神
の
像
が
昔
の
ま
ま
立
っ
て
い
る
。

入
っ
て
ま
右
手
が
幼
稚
園
で
鉄
網
を
め
ぐ
ら
し
て
区
画
さ
れ
て

い
る
。
児
童
遊
戯
場
や
猿
や
孔
雀
な
ど
の
動
物
園
の
あ
っ
た
あ

た
り
で
あ
ろ
う
。
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
い
る
。
坂
を
右
へ
回
わ

る
と
扇
形
花
壇
は
な
く
、
樹
々
が
大
き
く
繁
っ
て
緑
陰
の
道
を

つ
く
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
登
っ
た
処
に
音
楽
堂
と
よ
ん
だ
余
興

場
の
ス
タ
ン
ド
が
あ
っ
た
が
、
プ

i
ル
と
な
っ
て
い
る
。
ス
タ

ン
・ド
の
う
し
ろ
の
高
い
平
場
に
茶
庖
が
あ
っ
た
が
、
勿
論
あ
る

筈
は
な
い
、
そ
こ
に
教
育
会
館
が
建
っ
て
い
る
。
展
望
台
の
尾

根
が
削
ら
れ
て
広

々
と
地
な
ら
し
さ
れ
立
派
な
鉄
筋
四
階
建
て

の
建
物
が
そ
び
え
た
っ
て
い
る
。
聞
大
会
館
で
あ
る
。
昔
こ
の

北
に
飛
行
塔
が
あ

っ
て
、
そ
の
眺
望
の
す
ば
ら
し
さ
が
呼
び
も

の
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
会
館
の
屋
上
に
も
展
望
台
が
で
き
て

い
る
。
今
も
昔
も
か
わ
ら
ず
に
千
里
の
眺
望
を
ほ
し
い
ま
ま
に

千
里
山
開
発
物
語

(
後
編
四
)

千
里
山
人

阪
急
電
鉄
、
吹
田
市
に
土
地
を
寄
附

こ
ん
ど
京
都
家
庭
裁
判
所
長
を
辞
め
ら
れ
た
山
崎
薫
氏
が

千
里
山
へ
帰
っ
て
来
ら
れ
た
の
で
、
千
里
山
に
三
十
年
、
四

十
年
と
住
ん
で
い
る
人
達
で
つ
く

っ
て
い
る
千
山
会
と
、
そ

れ
か
ら
千
里
山
自
治
会
の
有
志
に
よ

っ
て
歓
迎
会
が
開
か
れ

た
。
山
崎
さ
ん
は
千
山
会
の
創
立
者
の
一
人
で
あ
る
か
ら
千

山
会
の
歓
迎
は
わ
か
る
が
、
自
治
会
が
こ
れ
に
参
加
し
た
の

は
こ
う
い
う
わ
け
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
京
阪
が
阪
急
と
分
離
し
て
間
も
な
い
頃
で
あ
っ

た
。
当
時
は
ま
だ
総
て
に
わ
た
っ
て
戦
後
復
旧
が
捗

っ
て
い

な
い
頃
で
、
千
里
山
住
宅
地
の
道
路
が
甚
し
く
破
損
し
て
い

て
、
下
水
道
が
土
中
で
破
れ
た
ま
ま
で
取
り
換
え
な
い
た
め
、

大
雨
が
降
る
と
下
水
管
の
水
が
溢
れ
て
道
路
の
ま
ん
中
に
大

穴
を
あ
け
、
自
動
車
も
走
れ
な
い
と
い
う
道
路
が
随
所
に
あ

っ
た
。
千
里
山
自
治
会
で
は
吹
田
市
に
こ

の
道
路
修
繕
を
申

し
入
れ
る
と
、
住
宅
地
の
道
路
は
阪
急
電
鉄
が
修
理
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
て
市
は
与
り
知
ら
な
い
と
い
う
返
事
。
税
金

し
て
い
る
。
会
館
の
東
は
往
事
は
大
斜
面
に
な
っ
て
桜
が
全
面

に
植
っ
て
い
た
処
で
あ
っ
た
。
そ
の
下
に
滝
が
あ
り
ボ

l
ト
池

が
あ

σ
て
、
遊
園
地
の
一
番
良
い
所
で
あ
っ
た
。
今
は
桜
の
木

も
滝
も
な
く
池
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。
池
は
切
石
で
畳
ま
れ
、

睡
蓮
の
花
が
咲
い
て
い
た
。
遊
園
地
と
関
大
と
の
聞
に
ミ
カ
ン

山
が
あ
っ
た
が
、
今
そ
れ
が
舗
装
さ
れ
て
大
駐
車
場
に
な
っ
て

い
る
。
二
局
と
一
中
と
は
正
面
入
口
を
右
手
に
入
っ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
旧
の
ま
ま
で
、
そ
の
東
に
校
舎
、
講

堂
、
体
育
館
が
建
っ
て
い
る
。
沈
床
花
壇
の
あ
っ
た
処
が
食
堂

と
な
っ
て
い
る
。
建
物
は
年
々
建
て
増
し
さ
れ
、
そ
の
た
び
に

変
わ
っ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
が
、
全
体
的
に
見
て

E
陵
の
す
が
た

や
校
内
道
路
は
変
っ
て
い
な
い
。
こ
と
に
開
園
当
初
植
え
ら
れ

た
樫
、
樟
、
楓
、
松
な
ど
の
樹
が
大
き
く
成
長
し
て
五
十
年
の

年
輸
を
示
し
、
学
園
に
風
格
を
増
す
如
く
風
致
を
添
え
て
く
れ

て
い
る
の
が
何
よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
。
(
つ
づ
く
)
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ー
左
手
の
誤
り
か

編
集
部

だ
け
は
遠
慮
無
く
取
り
立
て
て
お
き
な
が
ら
何
故
そ
ん
な
返

事
を
す
る
の
か
と
調
べ
て
み
る
と
、
千
里
山
住
宅
地
が
大
阪

住
宅
経
営
株
式
会
社
の
手
で
つ
く
ら
れ
た
時
、
住
宅
地
内
の

道
路
は
会
社
の
所
有
地
で
あ
る
の
で
会
社
が
道
路
修
理
夫
を

常
傭
し
て
道
路
を
管
理
し
て
い
た
。
そ
の
後
京
阪
電
鉄
が
之

を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
が
、
道
路
を
私
有
道
路
に
し
て
お

く
こ
と
は
万
事
不
都
合
な
の
で
「
該
道
路
の
修
繕
は
一

切
当

社
に
お
い
て
負
担
す
る
」
旨
の

一
札
を
納
れ
て
千
里
村
に
寄

附
し
村
道
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
千
里
村
が
吹
田
市
に
合
併

さ
れ
た
時
、
こ
の
一
札
を
つ
け
た
ま
ま
吹
田
市
道
と
な
っ
た

の
で
、
吹
田
市
は
千
里
山
住
宅
地
の
道
路
修
繕
は
少
し
も
や

ら
ず
、
京
阪
電
鉄
が
道
路
人
夫
を
常
傭
し
て
維
持
管
理
し
て

い
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
阪
急
電
鉄
が
千
里
山
住
宅
地

の
経
営
を
京
阪
よ
り
引
き
継
い
だ
時
、
そ
の
点
の
引
継
ぎ
が

充
分
で
な
か
っ
た
と
見
え
、
阪
急
は
市
道
の
修
理
は
市
が
当

然
な
す
べ
き
で
あ
る
、
そ
の

一
札
な
る
も
の
は
時
効
に
な
っ

て
い
る
と
強
弁
し
て

一
向
に
修
理
し
な
い
の
で
、
住
宅
地
の

道
路
は
荒
れ
る
が
ま
ま
で
、
至
る
処
に
穴
が
あ
い
て
危
険
こ

の
上
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
千
里
山
で
な
く
千
里
穴
と
な
っ

た
と
奮
慨
し
た
千
里
山
自
治
会
は
、
道
路
の
存
在
す
る
限
り

道
路
の
管
理
修
繕
義
務
は
あ
る
。
時
効
で
な
く
な
る
も
の
で

な
い
と
主
張
す
る
住
民
山
崎
判
事
の
意
見
に
元
気
づ
い
て
、
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阪
急
と
の
交
渉
に
是
非
山
崎
さ
ん
に
出
て
も
ら
い
た
い
と
頼

ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
住
宅
地
の
住
民
の
た
め
な
ら
ば
と
山
崎

さ
ん
は
吹
田
市
の
村
田
助
役
と
阪
急
本
社
へ
出
か
け
て
説
得

に
努
め
ら
れ
た
。
山
崎
さ
ん
の
正
論
に
阪
急
も
屈
し
時
効
論

を
引
っ
込
め
、
道
路
修
繕
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任
を

感
じ
た
の
で
あ
る
が
、
さ
て
住
宅
地
全
域
の
下
水
管
を
新
し

く
取
り
換
え
る
と
な
る
と
、
ざ
っ
と
見
積
も
っ
て
二
千
万
円

ほ
ど
か
か
る
。
そ
の
当
時
の
阪
急
は
電
車
の
方
の
輸
送
関
係

の
復
旧
費
に
金
の
要
る
時
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
金
を
捻
出

す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
こ
で
住
宅
地
の
周
辺
で
吹
田
市
内

の
阪
急
所
有
地
を
吹
田
市
へ
寄
附
す
る
か
ら
、
之
を
財
源
と

し
て
吹
田
市
に
お
い
て
千
里
山
住
宅
地
の
道
路
を
修
理
し
て

ほ
し
い
と
の
申
出
を
し
た
。
吹
田
市
は
之
を
承
諾
し
た
。

阪
急
か
ら
寄
附
を
う
け
た
土
地
は
千
里
山
農
園
約

一
万
坪

を
初
め
、
住
宅
地
の
周
辺
に
散
在
し
て
い
た
数
ケ
所
合
わ
せ

て
約
一
六
四

O
O
坪
で
あ
っ
た
。

土
地
は
吹
田
市
へ
寄
附
さ
れ
た
と
は
い
え
、
之
を
売
却
し

た
処
分
金
は
「
千
里
山
住
宅
地
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
に

使
用
す
る
」
こ
と
の
確
認
を
山
崎
さ
ん
は
吹
田
市
よ
り
取
る

こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
土
地
の
売
却
処
分
金
は
九
、

八

O
O
万
円
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
六
、

0
0
0
万
円
で
住
宅

地
の
下
水
管
は
全
部
新
し
く
入
れ
換
え
ら
れ
、
道
路
は
全
部

学
園
だ
け
と
な
っ
た
。

千
里
山
郊
外
学
園
に
つ
い
て
は
既
に
前
編
に
述
べ
た
が
、

昭
和
十
三
年
に
住
宅
地
の
西
南
部
に
隣
接
す
る
土
地
三
万
八

千
百
四
十
二
坪
を
二
十
年
間
大
阪
市
に
無
償
で
貸
し
、
学
舎

諸
施
設
を
京
阪
電
鉄
が
建
て
て
市
へ
寄
附
し
て
つ
く
っ
た
も

の
で
あ
る
。
戦
時
下
大
阪
市
内
の
国
民
学
校
生
徒
の
郊
外
教

育
訓
練
の
場
と
し
て
、
そ
れ
な
り
の
効
果
を
挙
げ
、
年
間
十

五
万
人
の
児
童
を
動
員
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
終
戦
後
、
教

育
制
度
の
改
革
で
郊
外
教
育
訓
練
指
導
と
い
う
こ
と
が
な
く

な
り
、
学
園
敷
地
は
荒
廃
し
、
大
阪
市
の
管
理
下
に
あ
る
と

は
い
え
教
育
の
対
象
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
あ

っ
た
。
昭
和
二
六
年
の
住
宅
金
融
公
庫
の
制
度
が
で
き
、
こ

の
金
融
公
庫
の
融
資
に
よ
っ
て
十
八
年
賦
償
還
の
住
宅
建
設

を
目
的
と
し
て
設
立
し
た
大
阪
住
宅
建
設
協
会
は
小
林
一

三
、
原
田
憲
氏
の
後
援
を
受
け
て
住
宅
地
を
物
色
中
、
こ
の

郊
外
学
園
の
敷
地
に
目
を
つ
け
た
。
現
下
住
宅
建
設
が
切
望

さ
れ
て
い
る
時
に
、
何
も
せ
ず
に
遊
ば
せ
て
い
る
の
は
勿
体

な
い
、
こ
の
土
地
を
大
阪
市
よ
り
返
え
し
て
も
ら
い
住
宅
地

に
開
発
せ
よ
と
の
小
林
二
二
さ
ん
の
直
命
が
阪
急
の
宮
野
土

地
経
営
部
長
に
下
っ
た
。
阪
急
は
早
速
大
阪
市
に
交
渉
し
た

が
、
市
は
借
用
期
限
が
昭
和
世
三
年
ま
で
あ
っ
た
の
で
、
そ

う
簡
単
に
返
還
し
そ
う
で
な
か
っ
た
が
、
大
阪
住
宅
建
設
協

舗
装
さ
れ
て
面
白

一
新
し
た
。
残
っ
た
金
で
千
里
山
会
館
が

鉄
筋
に
改
築
さ
れ
、
学
校
の
プ
ー
ル
も
つ
く
ら
れ
た
。
こ
の

他
に
山
崎
さ
ん
が
千
二
小
学
校
の
増
改
築
や
運
動
場
敷
地
拡

張
等
に
尽
く
さ
れ
た
数
々
の
功
績
が
自
治
会
長
よ
り
語
ら
れ

て
、
そ
の
当
時
の
思
い
出
話
に

一
と
花
咲
い
た
の
で
あ
っ
た
。

郊
外
学
園
緑
ヶ

E
住
宅
地
と
な
る

終
戦
の
当
時
、
千
里
山
住
宅
地
の
周
辺
に
十
万
坪
、
山
田

に
十
五
万
坪
程
の
土
地
を
京
阪
神
急
行
電
鉄
は
持
っ
て
い

た
。
そ
れ
が
例
の
農
地
解
放
の
嵐
で
旧
山
田
村
、
新
田
村
の

農
地
委
員
会
の
手
で
そ
の
大
部
分
が
収
用
さ
れ
て
し
ま
い
、

そ
の
中
で
残
っ
た
重
な
も
の
が
会
社
の
直
営
し
て
い
た
千
里

山
農
園
約
一
万
坪
と
千
里
山
郊
外
学
園
約
三
万
八
千
坪
、
そ

れ
に
山
田
ゴ
ル
フ
場
跡
の
山
林
地
約
四
万
坪
で
あ
っ
た
。
あ

と
は
合
法
的
な
小
作
人
も
あ
っ
た
が
、
非
合
法
な
便
乗
耕
作

人
達
に
分
割
し
て
取
ら
れ
た
。
敗
戦
に
よ
る
虚
脱
状
態
の
時
、

連
合
軍
の
指
令
し
た
旧
日
本
帝
国
の
封
建
的
地
主
制
度
を
打

破
す
る
農
地
改
革
の
前
に
は
地
主
は
全
く
無
抵
抗
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
反
し
農
民
側
は
も
の
凄
い
ラ
ッ
シ
ュ
で
農
地
を

獲
得
し
た
。
千
里
山
の
大
地
主
で
あ
っ
た
京
阪
神
急
行
電
鉄

は
僅
か
に
残
っ
た
土
地
の
う
ち
千
里
山
農
園
他
残
地
一
万
六

千
坪
は
前
述
の
如
く
吹
田
市
に
譲
り
渡
し
て
、

残
る
は
郊
外

-138-

会
長
の
北
村
正
治
氏
は
中
井
市
長
に
直
接
談
判
し
て
強
引
に

承
認
を
と
っ
た
。
あ
と
で
佐
藤
教
育
部
長
の
反
対
に
あ
っ
た

が
、
北
村
氏
は
千
里
山
の
代
替
地
を
大
阪
府
の
持
っ
て
い
る

箕
面
公
圏
内
に
求
め
大
阪
市
立
箕
面
健
康
学
園
を
作
り
、
学

舎
は
協
会
が
建
て
、
ピ
ア
ノ
寝
具
食
器
等
の
備
品
は
阪
急
電

鉄
が
寄
附
し
て
、
や
っ
と
大
阪
市
は
立
ち
退
く
こ
と
と
な
っ

た
。
市
よ
り
返
還
を
う
け
た
郊
外
学
園
の
土
地
は
実
測
す
る

と
四
万
五
千
坪
程
あ
っ
た
。
大
阪
住
宅
建
設
協
会
は
こ
れ
を

一
括
し
て
阪
急
よ
り
譲
り
受
け
、
昭
和
二
八
年
二
月
二
七
日

売
買
契
約
を
結
ん
だ
。
宅
地
造
成
の
で
き
て
い
る
土
地
は

一

万
六
千
坪
で
、
之
ら
は
富
士
銀
行
寮
や
集
英
寮
等
に
分
譲
さ

れ
た
が
、
未
造
成
地
約
三
万
坪
は
山
あ
り
谷
あ
り
竹
薮
あ
り

の
荒
蕪
地
で
あ
っ
た
。
当
時
と
し
て
は
進
駐
軍
し
か
使
っ
て

い
な
か
っ
た
大
型
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
使
っ
て
、
宅
地
造
成

工
事
を
大
が
か
り
に
や
っ
た
。

こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
の
が
現
在
の
緑
ケ
正
住
宅
地
で

あ
る
。
丁
度
そ
の
頃
よ
り
朝
鮮
事
変
ブ
ー
ム
が
お
こ
っ
て
、

住
宅
地
の
地
価
が
昂
騰
し
始
め
る
。
(
つ
づ
く
)
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